
⾃宅学習の出席扱い実践事例

福島県耶⿇郡⻄会津町⽴⻄会津中学校



クラスジャパン⼩中学園による
在宅ネット学習⽀援サービス利⽤までの経緯

u ２０１８年当時中学１年だった男⼦⽣徒が、２学期より、対⼈関係の不安から不登校に陥った。
u 担任との⾯談や専⾨医への受診、スクールカウンセラーによるカウンセリング等によって、改善
の⽅向性は少しずつ⾒えてきた。

u ⼀⽅、⽣徒・保護者は出席⽇数や学習の遅れに対する不安が⼤きくなっていった。
u １０⽉、保護者よりIT等を活⽤した学習についての相談があり、学校としても利⽤を進めたい旨、
町教育委員会に相談した。

u 町教育委員会としても積極的に進めたいということで、「クラスジャパン在宅学習サービス」の
紹介があった。

u ⽣徒・保護者に説明したところ、ぜひ利⽤したいということで、「クラスジャパン在宅学習サー
ビス」の利⽤を開始した。

u ２０１８年度いっぱいは試⾏期間という位置づけで、出席扱いや評価への反映等は⾏わなかった。
u ２０１９年３⽉「クラスジャパン在宅学習サービス」の利⽤が有効であることを確認し、４⽉の
新年度からも利⽤を継続し、出席扱いや評価への反映等を⾏うこととした。









４⽉からの出席状況について
４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ 合計

授業⽇数 １５ １９ ２０ １４ ６８
登校⽇数 ４ ９ １７ １０ ４０
出席扱い⽇数 ８ ９ １ ３ ２１
出席⽇数 １２ １８ １８ １３ ６１

• 登校⽇数が増えている要因として、登校時の別室学習でも「クラスジャパン在宅学習
サービス」を利⽤した学習を⾏うようにしていることが考える。

• 「クラスジャパン在宅学習サービス」を利⽤することによって、確実に⾃宅学習を進
めることができているため、出席扱いにできる⽇数が多い。



１学期の評価への反映について
u 英語 授業に出たり、定期テストを受験することができたりしたこともあり、

⾃宅学習のプリント等も参考にしながら、通常通りに評価を⾏った。
u 国語・社会・数学・理科

⾃宅学習のプリント等を参考にして、可能な観点について評価した。

これまでは、⾃宅で計画的・継続的に⾃学を⾏うことが⼤変難しかった。ま
た、登校時に別室学習を⾏う際も、単発的にプリント等で⾃習する状況が多
かった。したがって、評価に反映できるまでの学習結果が得られないことがほ
とんどだった。
しかし、家庭と学校両⽅で「クラスジャパン在宅学習サービス」を利⽤した
学習を進めることにより、計画的・継続的かつ確実に学習に取り組むことがで
きているため、学習結果を評価に反映できるようになった。



最後に
⽣徒の将来を第⼀に考え、保護者とクラスジャパン⼩中学園、学校が共通理解

のもとに、望ましい関係を保ちながら進めることができており、それがよい結果
につながっていると思います。
今後も連携を深めながら、さらに努⼒していきたいと考えます。

ご清聴ありがとうございました。


